




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 82『新労働基準法 』 章）
1988『労働法学の理論と課題』（労働法と国家一日本
労働法史のための覚書）
1 8.3～89.ｌドイツ留学(文部省派遣在外研究員）
<1989ベルリンの壁崩壊〉
1990「戦後日本における団結の『積極的承認』とその
政治過程」
<199lソ連邦解体〉
1995『青林法学双書・労働法』（片岡易と共編）
(Ｉ総論Ⅱ団体法Ⅲ保護法Ⅳ雇用保障法）
２ ０７．３．３１定年退職
2008.4法学部学生募集停止、人間社会学域・法学
類発足（予定）
社会法入門開講（予定）
資
料
（
こ
登
二
九
七
九
年
〉
最
終
講
義
「
労
働
法
原
理
二
五
年
」
資
料
二
九
八
○
年
〉
「団結権・争議権確立史（段階別・国別比較表こ（前田）「イギリス労働運動と労働法制史」「集団主義的労働法
体系の生成」「第一次大戦前の社会法の特質と由来」「ワイマール共和制からナチス・ファシズムへの移行」「ド
イツ革命における資本家の対応」「一九一八年に至る帝政国家とＳＰＤの関係の構造的変化」「第一次大戦中にお
ける社会法の変容」「ドイツにおける労働法の歴史的展開様式と国家」「アメリカにおける労働法の歴史的展開ｌ
労働法の内的な論理と国家形態の関連」「フランス労働法史」
「日本労働法史」「『資本主義と労働法』について」二労働法と国家』について（労働法と国家の視角から日本の
労働法の特質を各国労働法（史）との比較によって明らかにするこ「労働法の歴史的分析とは」「藤田勇『国家
論の基礎的カテゴリーについて』（現代と思想一八号）」
「フランス・マティニョン協定を中心に－時代背景・国際関係も含めて」「労働法の歴史的展開様式と国家〈日
本〉・年表付き」「一九三○年代の日本における労働法の展開」
ゼ
ミ
・
レ
ポ
ー
ト
例
二
九
七
九
、
一
九
八
○
）
6６
最終講義「労働法原理25年」 2007年１月29日最終講義
第
二
章
労
働
法
の
歴
史
的
展
開
と
位
相
第
一
節
労
働
法
の
歴
史
的
展
開
と
特
徴
ｌ
労
働
法
の
論
理
的
構
造
と
歴
史
的
発
展
の
対
応
第
一
章
労
働
法
の
生
成
と
理
論
第一節資本主義社会の法原理（市民法原理）と労働の従属性
一
「
労
働
力
の
商
品
化
」
の
意
義
二
労
働
の
疎
外
と
労
働
運
動
ｌ
人
間
性
の
回
復
へ
ｌ
市民法から労働法へ、｜雇傭契約から労働契約へ
（
第
二
回
二
・
五
）
＊
一
○
・
二
九
は
金
大
祭
で
休
講
か
第二節「二重の意味で自由な労働者」と団結の自由ｌ団結権の自由権的側面
一市民法の虚偽性と積極性（進歩性）
二
自
由
と
団
結
万
群
国
家
、
β
群
国
家
）
（第三回一一・一九）＊二・一一一は法科自治会定例学生大会で休講
第
三
節
自
由
、
生
存
、
参
加
と
労
働
法
一
労
働
法
の
理
念
と
そ
の
複
合
的
性
格
二
ワ
イ
マ
ー
ル
と
ロ
シ
ア
連
邦
資
料
三
）
’
九
八
一
年
度
「
労
働
法
原
理
」
講
義
実
績
（第一回一○・一三）
文
献
解
題
（第四回一一・二六）
6７
第
二
節
日
本
労
働
法
発
展
の
特
質
一外的要因による規定①壽旨四『②Ｚの三□８］③反ファシズム④特殊日本的要素
二
時
期
区
分
と
自
由
化
段
階
の
欠
落
但
し
、
自
由
民
権
ｌ
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
ｌ
戦
後
改
革
三
ド
イ
ツ
と
の
比
較
（冬休みレポート、任意、内容に応じて加点。レポート例は末尾に掲示）
配付済みの労働法発達史年表から選んだ労働法制について歴史的分析を行うこと
第
三
章
労
働
法
の
基
礎
的
諸
概
念
一
労
働
者
像
（
概
念
）
の
析
出
（
構
築
）
と
労
働
法
の
生
成
・
確
立
四・の旨昌①旨①Ｒ》□四ｍで［○ず］の曰已①の三①ロのｓ①三日肉①○亘
二
労
働
法
の
体
系
・
分
野
と
基
礎
的
諸
概
念
＊「国家」（『現代労働法講座①〔労働法の基礎理論〕こで示した図式を利用
（第五回一一一・三）
（第七回一・二一）
（一二・一○出張、
（第六回一二・一七）
二
生
存
権
な
い
し
自
由
主
義
の
修
正
（
ド
イ
ツ
と
ロ
シ
ア
の
比
較
）
『蚕曰胃（経済民主主義）鼠ソ連社会主義ｚの三ＤＢ｝と【の言①、経済学戦後労働改革
三
参
加
権
（
イ
タ
リ
ア
一
九
四
七
年
憲
法
、
日
本
・
極
東
委
員
会
「
労
働
組
合
一
六
原
則
」
）
自
由
権
的
発
展
（
側
面
）
（
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
）
休講）
6８
最終講義「労働法原理25年」 2007年１月29日最終講義
三
基
礎
的
諸
概
〈
（第八回一・二八）
第
四
章
労
働
法
Ｐ
問
題 第五
章
労
働
法
学
の
方
法
（２）「ＩＬＯ一○五号条約と日本政府」と題して、自由に論ぜよ・
（１）労働法の歴史的分析、内的論理構造分析に国家論が重要な役割を果たすという説があるが、この説のエッ
センスを略述し、論評せよ。
（第一○回試験）
二
労
働
法
の
叫
三
労
働
法
の
》
（｜）法源論空
（第九回二・四）
一
方
法
論
へ
の
関
心
と
時
代
背
景
二
労
働
法
の
今
後
の
勉
強
に
当
た
っ
て
の
若
干
の
ア
ド
バ
イ
ス
（
二
法
の
解
釈
（
二
）
歴
史
的
分
析
と
解
釈
学
へ
の
寄
与
一
判
例
研
究
と
社
会
学
的
法
律
学
法
源
論
の
歴
史
性
労
働
法
の
体
系
労
働
法
の
地
位
労
働
法
の
法
源
基
礎
的
諸
概
念
と
実
際
的
諸
問
題
労
働
法
の
体
系
・
地
位
・
法
源
公
法
・
私
法
・
社
会
法
（一一）労働法と法源論の交渉史（三）現行日本労働法下の法源論の問題
〆￣へ
_￣
￣
￣
～＝￣比較法の技法、日本労働法理論の相対化（四）
6９
【
労
働
法
原
理
一
九
八
一
年
度
冬
休
み
レ
ポ
ー
ト
例
（
任
意
提
出
ご
「イギリス労使関係法」二九一七年労働者統制令（ロシア）について」「イギリス一八七一年労働組合法」「日本
の工場法、沿革と内容（同時代のイギリスの工場法と若干比較しながらと「ル・シャプリエ法について」「ロシア
新工場法について」「ワグナー法成立の由来」「’八○二年イギリスエ場法」「シャーマン法」「治安警察法一七条」
「工場法制定前夜」「タフト・ハートレイ法における不当労働行為制度について」「米騒動と治安警察法（治安維持
法）」「イギリス団結禁止法撤廃に至るまでの労働者組合運動と成果」「戦前の労働者保護政策と時代背景’’九一
一年工場法」「一八四四年工場法（イギリス）における婦人規制の立法者の意図と成立」
資料（三）「国家」『現代労働法講座①〔労働法の基礎理論〕」（総合労働研究所、’九八一年）
一一七八～一一八一頁、表（二七九頁）は省略
三
労
働
法
の
歴
史
的
展
開
様
式
と
国
家
一
労
働
法
の
歴
史
的
分
析
と
国
家
従来、労働法の歴史的分析は、「資本主義と労働法」のシェーマのもとに、各国労働法制の歴史的展開とその様
式が、その資本主義発展の特質に規定されたものとして叙述され、また労働法の原理の合法則的な発展Ⅱ確立（た
とえば団結権についての、絶対的禁止ｌ自由化Ｉ積極的承認の三段階）が資本主義の歴史的発展Ⅱ段階原蓄
段階、産業資本主義Ⅱ自由主義段階、独占Ⅱ帝国主義段階及びその小段階としての国家独占資本主義段階）に照応
するものとして説明されてきた。「労働法と国家」のシェーマは、労働法の発展及びその特質を資本主義発展の段
階および型に規定されたものとの認識を基礎としながらも、この規定関係を媒介するものとして国家（より厳密に
は、特定の形態Ⅱ政治的レジームのもとで活動する国家）を措定し、かくすることによって各国労働法制の歴史的
7０
最終講義「労働法原理25年」 2007年１月29日最終講義
二
国
家
の
型
と
労
働
法
発
展
の
特
質
α群国家とβ群国家の根本的な相違は、α群国家の場合には、民衆革命（αｌ）あるいは独立戦争（α２）によっ
て封建制ないし絶対王制と断絶し、ブルジョアジーの政治的支配を基本的に確立したレジーム（ず○二缶の。】のⅡ号冒。、
「
臺
團
）
の
も
と
で
資
本
主
義
の
発
展
（
原
蓄
ｌ
産
業
革
命
産
業
資
本
の
確
立
ｌ
独
占
へ
の
移
行
）
が
遂
行
さ
れ
る
の
に
対
して、β群国家の場合には、革命の挫折・中断（βＪあるいは革命の未経験によって、国家の実体的基礎（国家
装置、国四菌弓胃皀）および形態を基本的に維持した状態のもとで、社会の資本主義化が進められることである（前
近
代
的
国
家
ｌ
「
家
産
国
家
」
繩
対
主
義
国
家
と
ｌ
近
代
社
会
ｌ
資
本
制
社
会
の
破
行
的
発
星
・
このことは労働法の発展においても、次のような差異をもたらすことになる。β群に属する国家の場合、労働者
保
護
法
は
資
本
主
義
発
展
と
あ
る
程
度
の
照
応
関
係
を
持
っ
て
い
る
が
、
労
働
者
の
団
結
に
関
し
て
は
、
絶
対
的
禁
止
ｌ
自
由
化
１
１積極的承認のプロセスをくぐるとは必ずしも一一一一口えない。むしろ団結は、「専制国家」の立場からは絶対的禁止の
状態に置かれた存在であり、ただそれが労働市場における一つのシステムとして国家に無害な存在である限度にお
いて、「自由化」を経験するにとどまる。国家は、団結に対して「結社法」を適用することによって随意に自由化
を取消すことができる。そのような自由を留保していることに注意が払われねばならない。これに対してα群国家
の
場
合
、
市
民
社
会
内
存
在
た
る
団
結
に
対
す
る
国
家
の
規
制
は
、
市
民
社
会
の
論
理
に
従
っ
て
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
同
じ
く
団
結
の
絶
対
的
禁
止
と
い
っ
て
も
、
絶
対
王
制
下
の
そ
れ
と
は
異
な
る
新
た
な
論
理
の
構
築
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
使
命
を
負
う
団
結
ま
た
構
造
的
特
質
は
よ
り
明
快
に
把
握
さ
れ
る
と
の
仮
説
を
含
ん
で
い
る
。
諸
国
家
を
分
類
す
る
指
標
は
、
資
本
主
義
の
本
格
的
発
展
（産業革命・産業資本主義の確立）、すなわち労働問題の本格化に先立ってブルジョア民主主義革命が完了してい
た
か
否
か
、
換
言
す
れ
ば
労
働
問
題
の
処
理
に
当
っ
た
国
家
は
い
か
な
る
形
態
の
も
と
で
活
動
し
た
国
家
で
あ
っ
た
か
に
置
か
れ
て
い
る
０
7１
資
料
（
四
）
一
九
九
一
年
度
「
労
働
法
原
理
」
講
義
要
項
近代法ないし近代市民法の批判・反省として登場し、「労働主体の自由と生存」を基本理念として、今日の法体
系の中に一角を占めている労働法について、日本資本主義と労働法の具体的展開・問題を通して、その独自なゲネ
シス、法源、理論構成、諸概念、学の歴史と方法などを学修する。これとあわせて、労働文化をとおしてみた日本
社
会
の
位
相
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。
具
体
的
に
は
、
下
記
の
よ
う
な
講
義
プ
ラ
ン
を
考
え
て
い
る
。
は
じ
め
に
現
代
社
会
と
労
働
法
の
役
割
Ｉ
（
西
一
ド
イ
ツ
と
日
本
の
比
較
か
ら
’
一「会社主義」三壱・口と「社会国家」国巨目①開皀三六Ｃ①貝のＣＺｇＱ
｜｜労働関係の法化諄弓の○三三目、量シＳの旨くｏ言］三四ｍ。“
第
一
章
労
働
法
・
労
働
法
学
の
歴
史
的
展
開
・
発
展
一
時
期
区
分
と
そ
の
方
法
（
論
）
｜
｜
労
働
法
学
史
（
戦
前
）
三
労
働
法
学
史
（
戦
後
）
禁止法が採用した理論が、局切［国巨・命【『＆①あるいは「労働の自由（］ｇｏ忌昌冨三］）」であったことは、周知のと
おりである。国家を自己目的化せず、国民の自由の守護者たることに国家の三ｍ目Ｑ雪害＠を見出すα群国家の場合、
団結の自由化（諸個人の「営業の自由」・「労働の自由」の総和、共同的行使としての団結の．国家からの自由）、
積極的承認（集団的自由放任８］］・・三の｝巴吻§１芭同・のシステムの承認、「組合の自由］】ウの忌耆ｓ８］」の概念の構築
等）に「自由論」、その転換ないし思想的深化が重要な位置を占めている。ここでは、団結の自由が、団結それ自
体
が
国
家
か
ら
自
由
な
存
在
と
し
て
法
的
に
承
認
き
れ
る
こ
と
以
上
に
、
諸
個
人
の
自
由
（
権
一
の
カ
タ
ロ
ー
グ
ー
そ
れ
な
し
に
は
諸個人が自由であることが証明きれないような諸々の自由（権）Ｉの中に「団結の自由」が位置づけられている
こ
と
に
関
心
が
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
7２
最終講義「労働法原理25年」 2007年１月29日最終講義
第
二
章
労
働
法
の
基
礎
的
諸
概
念
一
「
労
働
者
」
概
念
と
労
働
法
学
三
労
働
の
従
属
性
と
理
論
一
三
労
働
の
従
属
性
の
基
礎
ｌ
労
働
力
の
商
品
化
’
二
労
働
者
の
対
概
念
と
し
て
の
「
使
用
者
」
（
二
労
働
法
に
お
け
る
「
使
用
者
」
の
位
置
（
一
一
）
使
用
者
概
念
の
発
展
四
「
国
家
」
の
概
第
三
章
労
働
基
本
権
二
労
働
権
（
二
）
三
団
結
権
（
広
義
）
三
団
結
・
労
働
組
合
（
一
）
自
主
性
の
要
件
》
純
粋
性
、
独
立
性
（
二
）
一
時
的
団
結
と
恒
常
的
団
結
Ⅱ
労
働
組
合
（三）「（過半数）労働者代表Ⅱ労使協定」
四
「
国
家
」
の
概
念
と
労
働
法
（
学
）
上
の
意
義
（
二
団
結
権
の
歴
史
的
形
成
・
発
展
ご
般
型
〕
絶
対
的
禁
止
ｌ
自
由
化
ｌ
法
的
（
積
極
的
）
承
認
〔偏掎型（ａ）ドイツ（ｂ）日本（ｃ）ロシア〕
（
二
）
団
結
権
の
内
的
編
成
Ⅱ
論
理
構
造
四
労
働
基
本
権
と
制
限
ｌ
公
務
員
労
働
者
の
団
結
権
１
１
（
｜
）
労
働
権
（
理
論
）
の
歴
史
的
形
成
（
三
労
働
権
の
法
的
構
造
Ⅱ
内
容
二
労
働
権
（
三
ｌ
公
正
か
つ
良
好
な
労
働
条
件
を
享
受
す
る
権
利
Ｉ
労
働
権
（
二
7３
（
一
）法と法源（一一）制定法（三）判例（裁判例）
（四）国際条約・「確立された国際法規」
（
五
）
社
会
自
主
法
労
働
協
約
／
就
業
規
則
／
組
合
規
約
四
労
働
法
の
解
釈
、
労
働
法
学
の
方
法
【注】一九九一年度は休講もなく、ほぼ講義要項どおりに進行したが、「四労働法の解釈、労働法学の方法」
の
講
義
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
「
講
義
要
項
」
で
労
働
法
原
理
の
具
体
的
な
講
義
プ
ラ
ン
を
示
し
た
の
は
こ
の
年
度
（
｜
）
沿
革
（
一
一
）
現
行
制
度
（
臨
調
Ⅱ
行
革
以
前
）
（
三
）
判
例
の
展
開
五
総
括
、
労
働
基
本
権
保
障
と
日
本
の
位
相
ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
の
批
准
、
未
批
准
を
手
掛
り
に
’
第
四
章
労
働
法
の
体
系
・
地
位
・
法
源
一
労
働
法
の
目
的
・
課
題
と
体
系
・
分
野
（
二
私
的
自
治
の
「
修
正
」
と
労
働
法
（
三
労
働
者
保
護
法
労
働
基
準
法
の
制
定
経
過
／
特
徴
／
問
題
性
（
三
）
労
働
団
体
法
労
働
法
制
‐
戦
前
・
戦
後
／
戦
後
改
革
／
労
働
団
体
法
の
問
題
（
四
）
雇
用
保
障
法
展
開
／
方
法
だ
け
で
あ
る
。
（四三雇用保障法
二
労
働
法
の
地
位
（
二
労
働
法
と
他
三
労
働
法
の
法
源
労
働
法
と
他
の
法
領
域
（
二
）
社
会
法
と
し
て
の
労
働
法
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資料（五）一九九一年度後期「労働法原理」試験問題（’九九一一・二・’七実施）
本源的蓄積段階の団結禁止法を労働法に含めるならともかく、一般に労働法は近代法の確立以後、その修正ない
し再編〔再編が問題となるのは、おおむね独占資本主義段階Ⅱ帝国主義移行期〕の一部として形成され、自由権を
基底とし公私法の二元的構成をとる近代法に対して、その自由論の転換ないし思想的深化、さらには異質な原理〔生
存権〕を付加することによって、その確立をみる。もっともこのような発展図式、すなわち労働者の団結権承認に
関していえば、団結の絶対的禁止‐自由化‐積極的承認という発展過程は？市民革命によって封建制・絶対王政と
断絶し、ブルジョアジーの政治的支配を基本的に確立した民主共和政のレジームのもとで本源的蓄積‐産業革命・
産業資本の確立‐独占、さらに国家独占資本主義への移行という資本主義発展の道を歩んだ先進資本主義国〔イギ
リス、フランスなど〕について言いうることである。
政治的にはブルジョア民主主義運動の挫折、市民革命の未経験によって国家の実体的基礎および形態に前近代的
なもの〔家産国家、絶対主義的レジーム〕を残存させたまま、経済的には工業化・近代化を進めた後進資本主義国ｑ
ロシアや日本においては、団結が国家権力によって保護もされないが禁止もされないという、この自由化段階〔日
本
Ⅱ
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
、
ロ
シ
ア
Ⅱ
一
九
一
七
年
二
月
～
’
○
月
革
命
〕
を
歴
史
的
に
十
分
に
経
験
す
る
こ
と
が
な
い
。
ま
た
論
理的にも自由論との連続Ⅱ飛躍の関係の吟味・内省の未熟のまま、敗戦、天皇制国家Ⅱ法体制の崩壊と民主的改革
や革命Ⅱ社会主義建設の一部として労働者の団結は積極的承認〔日本〕ないし「特別な地位の公認」〔ロシア〕、そ
の
憲
法
的
保
障
の
段
階
に
到
達
し
て
い
る
。
もっとも日本の場合、大正期・’九二○年代の法体制再編期は、憲政Ⅱ政党政治、普通選挙など議会主義（ブル
ジョア・デモクラシー）的要素の拡充を国家形態上の特徴としている。労働法の発展に関しても、ワシントン条約
〈ヴェルサイユ条約》とそれに基づくＩＬＯの設置・活動に影響されて、「八時間労働制」や「労働組合の承認」
7５
法
な
存
在
」
と
し
て
禁
止
さ
れ
、
そ
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
国
家
の
強
制
装
置
の
動
員
・
刑
事
制
裁
も
当
然
と
す
る
、
絶
対
的
禁
止の論理（それも「秩序の見地」からするそれ）に短絡しやすい。官公労働者の労働基本権制限とその法制ならび
に全逓東京中郵事件（最大判一九六六・一○・二六）～岩手県教組学力テスト事件《都教組勤評闘争事件》（最大
判一九六九・四・二）の試みた団結‐争議行為の「自由化」の営為を挫折させた、全農林警職法闘争事件（最大判
一九七三・四・二五）、国鉄弘前機関区事件《全逓名古屋中郵事件》（最大判一九七七・五・四）以降の最高裁判例
の「定着」は、そのことを証明している。
問
題
（
二
文
中
に
は
明
ら
か
に
誤
り
と
思
わ
れ
る
部
分
（
誤
字
、
数
字
の
間
違
い
或
い
は
出
題
者
と
の
評
価
の
相
違
に
よ
る
も
の
などを除く）が六カ所ある。そのすべてを指摘し、誤りと思う理由を簡潔に述べ正しいものと置き換えなさい。
（「正しいもの」を「誤り」とした場合、減点の対象となることがある）
〔注〕再録にあたり、誤っているものは《》内に正しいものを示している。
問
題
（
三
官
公
労
働
者
の
労
働
基
本
権
制
源
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
最
高
裁
判
例
の
展
開
を
略
述
し
、
下
線
部
に
つ
い
て
例
を
も
挙
げ
が帝国議会で論ぜられ、労働省〈内務省社会局》設置、工場法改正・施行、治安維持法〈治安警察法三七条撤廃、
健
康
保
険
法
の
制
定
、
労
働
組
合
法
案
の
立
案
・
上
程
、
団
体
協
約
の
締
結
、
帝
大
法
文
学
部
で
の
「
社
会
法
」
講
座
開
設
、
山
中
篇
太
郎
『
日
本
労
働
組
合
法
案
研
究
員
末
弘
厳
太
郎
『
労
働
法
研
究
員
沼
田
稲
次
郎
《
橋
本
文
雄
》
『
社
会
法
と
市
民
法
』
な
ど
の
労
作
も
こ
の
時
期
（
理
論
史
に
限
れ
ば
一
九
三
○
年
代
前
半
ま
で
続
く
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
労
働
法
の
一
挙
的
な
確
立
と
そ
の後の推移は、田Ｃ‐勺回三℃］①吻昏】画皀①の①三□の三・二ｍやめＤ宅労働諮問委員会最終報告書などの基本政策、さら
に
は
戦
後
の
冷
戦
構
造
な
ど
、
国
際
的
な
影
響
も
強
く
受
け
て
い
る
が
、
他
面
で
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
．
一
九
二
○
年
代
に
お
け
る
労
働
法
準
備
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
団
結
権
の
こ
の
よ
う
な
一
挙
的
な
確
立
は
、
し
か
し
団
結
す
る
権
利
が
制
限
な
い
し
否
認
さ
れ
た
場
合
に
、
団
結
そ
れ
自
体
が
「
違
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資
料
（
六
）
’
’
○
○
三
年
度
「
労
働
法
原
理
」
試
験
問
題
一
一
○
○
四
・
｜
｜
・
六
次
の
会
話
文
を
読
ん
で
、
左
記
の
問
題
に
答
え
な
さ
い
。
の
白
已
函
労
働
法
の
勉
強
も
大
変
で
す
ね
。
特
許
法
の
こ
と
も
知
っ
て
な
あ
か
ん
み
た
い
や
し
。
の曰二・』職務発明の裁判か一‐）。今度、労働判例研究会で報告があるねん。聞きにいくけど、予習も必要や。
の白□・庁新しいテーマですね。「相当の対価」を求めて争う「強い労働者」も出てきたということですか。
、旨□・Ｐ必ずしも「新しい」とは一一一一口われへん。古典的なテーマが日本でも脚光を浴びるようになった、とも一一一一口える。
の（三・］》どういうことですか。労働保護法の講義でも聞いてませんよ。扱うのなら労働協約《労働契約》のところ
、冒皀率ワイマール時代のドイツにジンッハイマー（四・の言宣日日）という学者がいるねん。その人の書いた『労働
法原理』（第二版、’九二七年）に、「労働の従属性の実体は、労働生産物の所有権が使用者によって直接取
得される点にある」として、その例の中に職務発明が出てくるんや。訳では勤務発明（Ｏ宮：己三目、）と
な
っ
て
い
る
け
ど
、
同
じ
こ
と
や
。
ｍ
Ｂ
Ｑ
」
》
そ
ん
な
こ
と
ま
で
労
働
法
原
理
の
教
科
書
に
出
て
く
る
ん
で
す
か
。
そ
の
頃
の
日
本
は
帝
大
で
も
労
働
法
の
講
義
は
開
か
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
《
一
九
二
○
年
代
東
京
、
東
北
、
九
州
、
京
城
、
台
北
帝
大
で
開
講
さ
れ
て
い
る
。
》
も
の
す
ご
切
目
二
・
野
教
科
書
と
い
う
よ
り
は
理
論
体
系
書
や
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
に
は
「
国
は
統
一
的
労
働
法
を
創
設
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
た
けど、ジンッハイマーは『労働法原理』で統一労働法の理論的な編成を示そうとしたんや。
つつ説明しなさい。
でＵしよ。
い
ギ
ャ
ッ
プ
で
す
ね
。
7７
、曰□・房戦後日本では官吏も労働者だとされたのに（２）、ＩＬＯ一一一号条約《一○五号条約》を批准せず、公務員
を別扱いしているのも何か背景があるんですか。
、白Ｑ・Ｐさあ、どうかな。話は戻るけど、労働者概念や。「『人』（法的人格）と区別される労働者概念の構築によっ
て
、
労
働
法
は
独
自
の
法
領
域
と
し
て
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
・
理
論
的
意
義
ば
か
り
で
な
く
、
実用法学上も法関係の確定などで労働者概念が復習される機会は多い。」と労働法原理で習ったやろ。
、
白
三
》
傭
車
運
転
手
と
か
在
宅
勤
務
者
は
労
働
者
か
、
と
い
う
問
題
で
す
ね
。
請
負
か
準
委
任
か
雇
用
か
は
、
契
約
の
形
式
で
は
な
く
、
実
質
的
に
使
用
従
属
関
係
が
あ
る
か
で
判
断
す
べ
き
だ
、
で
し
た
ね
。
の［己・］、どっちが勝ったんですか。
、白□・厚保守派や。だから、憲法は変わったけど、行政法は変わらへんかつた。第一一帝政期の将軍たちも残った。
こ
の
こ
と
も
ナ
チ
ス
や
第
三
帝
国
を
生
み
出
し
た
遠
因
の
一
つ
や
そ
う
や
。
、［己・］、労働法学史の勉強も大事ですね。
窪已・Ｐ》学問は時代から離れて存在するもんやない。学史を勉強することによって、学者・研究者が時代のどんな
課
題
に
立
ち
向
か
お
う
と
し
て
い
た
か
も
分
る
ん
や
。
、冒已」》さすが大学院生、言うことも違いますね。労働者概念とか労働の従属性の理論についても、同じこと一一一一口え
、曰□・身例…ば、ワイマール・ドイツでは「官吏は労働者か」という大論争があったけど、その背景には、「労働者
である」と規定することによって官吏を労働組合に取り込み、官吏制度を改革しようとするＳＰＤ（社会民
主
党
、
政
権
与
党
）
と
「
労
働
者
で
は
な
ど
と
し
て
特
権
的
官
吏
集
団
を
旧
勢
力
の
下
に
温
存
し
よ
う
と
す
る
保
守
派
の
対
抗があったそうや。
ま
す
？
7８
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、
曰
□
・
］
よ
う
覚
え
て
る
な
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
も
一
九
九
六
年
に
在
宅
労
働
の
形
態
に
関
す
る
一
七
七
号
条
約
を
採
択
し
た
ん
や
け
ど
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
普
及
と
Ｉ
Ｔ
革
命
で
雇
用
労
働
も
古
典
的
な
家
内
労
働
も
様
変
わ
り
や
。
ポ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
は
ま
だ
ま
だ
進
む
み
たいやし、労働法学会では「契約労働」という概念も議論されてるで。
の曰己》「古典的な」で有名なのは、「サンダル製造の内職は業務委託だ、賃加工の家内労働者は労働者ではない」
でベンゾール中毒が労災と認められなかった、モンローサンダル《（オードリー）ヘップ（バーン）サンダ
ル
》
事
件
で
す
ね
。
研
究
し
て
み
た
い
テ
ー
マ
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
そ
う
で
す
ね
。
の
旨
９
口
》
で
や
、
大
学
院
に
残
っ
て
も
う
一
寸
勉
強
せ
え
へ
ん
か
。
そ
の
前
に
卒
論
も
書
い
て
、
論
文
を
書
く
練
習
や
。
問
［
四
］
も
し
自
分
が
卒
論
を
書
く
な
ら
、
労
働
法
に
関
し
て
こ
ん
な
論
文
を
書
い
て
み
た
い
、
と
そ
の
構
想
な
い
し
骨
子
を
紹
介
して下さい。紹介するに当たっては、右記の会話および左記の「論文の書き方」に留意すること。（五○）
な
さ
い
。
一
間［三］下線（２）
二○）
問
［
二
文
中
に
は
明
ら
か
な
誤
り
が
四
箇
所
あ
る
。
そ
の
誤
り
（
誤
字
、
数
字
の
誤
り
、
出
題
者
と
の
評
価
の
相
違
に
よ
る
も
の
は含めない）を三つ指摘し、誤っている理由を述べて、訂正しなさい（｜件につき二行以内）。（一一一○）
〔
注
〕
再
録
に
あ
た
り
、
誤
っ
て
い
る
も
の
は
《
》
内
に
正
し
い
も
の
を
示
し
て
い
る
。
問
［
三
下
線
（
１
）
職
務
発
明
に
関
し
て
最
近
、
判
決
の
あ
っ
た
事
件
名
（
被
告
会
社
名
十
事
件
）
若
し
く
は
事
案
を
一
つ
挙
げ
（１）
ロｏ（一
○
、.￣
何を根拠として、「官吏も労働者だとされている」と言えるのか。一一行以内で説明しなさい。
7９
論
文
の
書
き
方
一
起
承
転
結
を
明
確
に
す
る
。
起
「
は
じ
め
に
」
「
問
題
の
所
在
」
な
ぜ
こ
の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
か
、
そ
の
理
由
、
問
題
意
識
を
展
開
す
る
。
承研究史の総括（先行研究の到達点）、法律制度の現状分析、裁判例の整理など（綴密さ）
転外国の例研究、実態調査などから新しい視点を導入する（独創性）
結
結
論
「
論
」
の
あ
る
と
こ
ろ
が
レ
ポ
ー
ト
と
の
ち
が
い
二
レ
ポ
ー
ト
と
の
差
異
レ
ポ
ー
ト
は
通
常
、
課
題
（
テ
ー
マ
）
が
指
定
さ
れ
る
。
そ
れ
を
ど
れ
だ
け
忠
実
に
達
成
す
る
か
（丹念な調査、正確な報告）が評価のポイント。論文は、問題（テーヱを自分で見つける（問題の所在）
と
と
も
に
「
論
（
理
論
上
が
必
要
。
三答案との差異答案は必要な論点をすべて押さえていること（八○点Ⅱ優）、その上で出題者の想定を超
える論点を提起したり、説得力のある論理展開をすれば加点（九○点に達すれば秀）、逆に論点を一部抜
かしたり、粗雑な説明をすれば減点（良）、部分的にできているところもある（可）、もう一度やり直して
もらわねばならない（不可）となる（人によって評価基準は異なる）。論文の場合、「優等生の論文」は面
白くない。多少、論証に甘いところ、実証不足があっても、（将来性が窺えるような）大胆な理論、構想
がある論文のほうが面白い。
8０
